
 

 

 

 

 

看護師通信 
投薬用のチュールポケットが発売されました。お薬を飲む
のが苦手な子にもオススメです！ワンちゃん用、ネコちゃ
ん用あるのでお気軽にスタッフまでお声がけ下さい。
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新しくワンちゃんやネコちゃんを迎え入れた飼い主さんに、犬や猫の発情の見分け方を聞かれることがあります。発情とは、雌
が交配のために雄を許容する状態を指します。犬も猫も、初回発情前に避妊手術を行うと乳腺腫瘍の発生リスクが低くなること
が分かっているため、発情が来ていないかご自宅で確認してもらうことが重要になります。そこで今回は、犬と猫の発情のとき
に見られる特徴をご紹介します。 

○犬の発情 
　発情の初めには外陰部が大きくなり充血し、陰部からの出血が発情前期開始の目印となります。この時期は落ち着きがなく、
飲水や排尿回数が多くなります。出血の続く日数は３~27日（平均8日）と個体によりかなりの幅があります。発情出血は最初、
赤褐色でややドロっとしていますが、次第に量が増えて赤色で水っぽくなります。その後出血量も減り薄ピンクになりますが、
多くは発情期が終わるまで続きます。 
　発情期は雄犬に交尾を許す時期で5~20日（平均10日）で、この時期に雄犬が近づくと尾を上げて左右どちらかにずらしま
す。 

○猫の発情 
　犬のような明らかな外陰部の腫れ・充血、陰部からの出血はなく、特徴的な行動をします。奇声のような鳴き声を発しながら
頭や体を身近なものにすりつけたり、床を転げ回ったりします。また、腰を低くして足踏みをするロードシスという行動をしま
す。発情期間は短いものは数日、長いものは20日以上に及びます。 

犬は生後約6~15ヶ月で性成熟し、初回発情を迎えます。小型犬は大型犬に比べて成熟体重に達するのが早いため、発情が始まる
のも早いです。性成熟に達した犬は年に1,2回発情が来ます。一方、猫では品種や生まれた季節により性成熟の時期が異なります
が、通常生後約6~9ヶ月で初回発情を迎えます。シャム猫は生後5ヶ月以前に初回発情を示すこともあり、逆に長毛種の猫は性成
熟に1年以上かかることもあります。猫の発情周期は不規則で日照時間による影響を受けるため、室内飼いの猫は年中発情が来
る可能性があります。 

ご家庭のワンちゃんやネコちゃんが発情を迎える時期や避妊手術を検討される際には、上記の特徴を参考にしてみて下さい。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　獣医師　原　祐菜

さがみ総合どうぶつ医療センター 
〒252-0303 相模原市南区相模大野2-8-1 
☎ 042-747-3377 

青葉どうぶつ病院 
〒252-0224 相模原市中央区青葉1-1-1 
☎ 042-753-3377 

SaGAMeC Information

トリマー通信 
11月のオプションセットはシルクの泡パックセットです！シル
クの成分で傷んだ被毛を修復し、ワンランク上の毛艶と手触りに
導きます。乾燥が気になる季節になってきました。泡パックで保
湿し皮膚や被毛のケアをしてみませんか？是非お試しください！ 

獣医師コラム 
犬と猫の発情の見分け方 

西本チロルちゃん 舟橋ななちゃん 関谷モカちゃん

獣医師通信 
11月に入り、日に日に秋が深まる季節となりました。寒い
時期が続くとお散歩の頻度が減り肥満体型になり、関節の
痛みを伴う関節炎になりやすくなります。関節炎の症状と
して、お散歩に行きたがらない・足を上げる・触ると嫌が
る等の症状が見られます。何か気になることがある時はお
気軽にご相談下さい。 


